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第１章 計画の基本的な考え方                      

        

１ 計画の目的 

○ 我が国では、少子化が急速に進行しています。また、核家族化や地域のつながりの希薄化のほか、

都市部を中心に保育の待機児童が多数発生しているなど、子ども・子育てを取り巻く環境が大きく

変化しています。 

○ このような中、国は、平成 24 年 8 月に子ども・子育て支援法をはじめとする「子ども・子育て

関連３法」（※1） を制定し、これらの法律に基づく「子ども・子育て支援新制度」（以下、「新制

度」といいます。）を平成 27 年度から本格実施することとしました。新制度では、子ども・子育

てを取り巻く環境変化を踏まえ、区市町村を実施主体として、幼稚園や保育施設のみならず、地域

のニーズに応じた総合的な子ども・子育て支援の拡充を計画的に進めることとしています。 

○ 区では、これまでも就学前の教育・保育などの子ども・子育て支援の充実に努めてきましたが、新

制度の本格実施を契機として、地域のニーズに応じた取組をより一層、総合的・計画的に推進し、

将来を担う子どもの健やかな成長を図るため、本計画を策定するものです。 

 

 

 

① 子ども・子育て支援法 

② 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する

法律 

③ 子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律 

       【３法の趣旨】 

全ての子どもの良質な成育環境を保障し、子ども・子育て家庭を社会全体で支援することを

目的として、子ども・子育て支援関連の制度、財源を一元化して新しい仕組みを構築し、質の

高い就学前の教育・保育の一体的な提供、保育の量的拡充、家庭における養育支援の充実を図

るものです。 

 

 

２ 計画の位置付け・期間 

（１）計画の位置付け 

○ 本計画は、子ども・子育て支援法第 61 条第１項に基づく「区市町村子ども・子育て支援事業計

画」（以下、「支援事業計画」といいます。）であり、同法第 60 条の規定に基づき国が定めた「基

本指針」を踏まえて策定するものです。 

 

 

（※１）子ども・子育て関連３法 
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○ 本計画では、基本指針に示された支援事業計画の必須記載施設・事業（※2）を中心に、上位計画

との整合を図りつつ計画化します。なお、基本指針による任意記載事項となる事業等については、

子育て支援を含む保健福祉分野の総合的な計画である「保健福祉計画（平成 27～31 年度）」に盛

り込むこととします。 

      【計画の体系概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※2）子ども・子育て支援事業計画の必須記載施設・事業 

就学前の教育・保育 地域子ども・子育て支援事業 

○ 幼稚園 

（3～5 歳を対象） 

○ 認定こども園 

（0～5 歳を対象とした幼保一体型） 

○ 保育所 

（0～5 歳を対象） 

○ 地域型保育事業 

 ・小規模保育 

（定員 6～19 人） 

 ・家庭的保育 

（定員 5 人以下） 

 ・事業所内保育 

保育所型 定員 20 人以上 

小規模型 定員 6～19 人 

 ・居宅訪問型保育 

（保護者宅での１対１保育） 

① 妊婦健診（妊娠健康診査事業） 

② すこやか赤ちゃん訪問（乳児家庭全戸訪問事業） 

③ 利用者支援［新規］ 

④ 乳幼児親子のつどいの広場 

（地域子育て支援拠点事業） 

⑤ ひととき保育・一時保育・幼稚園の一時預かり 

（一時預かり事業） 

⑥ 延長保育（延長保育事業） 

⑦ 病児保育（病児保育事業） 

⑧ 小学生対象のファミリー・サポート・センター  

（子育て援助活動支援事業） 

⑨ 学童ｸﾗﾌﾞ（放課後児童健全育成事業） 

⑩ 子どもショートステイ（子育て短期支援事業） 

⑪ 要保護児童等支援のための事業 

（養育支援訪問事業等） 

⑫ 実費徴収に係る補足給付事業［新規］ 

⑬ 多様な主体の新制度への参入促進事業［新規］ 

 

（２）計画期間 

○ 本計画は、平成 27～31 年度までの 5 年間を一期とします。 

○ なお、社会情勢の変化等に柔軟に対応するため、計画期間の中間年である平成 29 年度を目途に、

必要な見直しを行うこととします。 

杉並区基本構想（10 年ビジョン） 

 総合計画（ 1 0 年 プ ラ ン ） 

 実行計画（3 年プログラム） 

保健福祉計画 

子ども・子育て支援事業計画 
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（３）区域の設定 

○ 本計画による就学前の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業を提供するための区域（※3）

は、これまでの実績等を踏まえて、施設や事業の整備・拡充等にあたっては、区が、地域的なバラ

ンスを確保するよう必要な調整を図ることが妥当であるため、「区全域を一つの区域」として設定

することとします。 

（※３）区域の設定について 

・子ども・子育て支援法第 61 条第 2 項に基づくもので、就学前の教育・保育及び地域子ど

も・子育て支援事業の共通の区域とすることを基本に区市町村の実情に即して設定し、そ

の区域単位に施設及び事業の整備・拡充等を図ることとされています。 

 

○ なお、区域の設定のあり方については、第一期計画（平成 27～31 年度）の実施状況等を踏まえ

て、今後の計画見直しの際に改めて検討するものとします。 
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第２章 区における子ども・子育てを取り巻く状況                      

 

１ 人口・世帯等の状況 

（１）年齢 3 区分別人口 

区の人口は、平成 24 年以降増加傾向にありましたが、今後は、平成 28 年をピークに減少傾向

に転じると見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）就学前人口 

小学校就学前の子どもの人口についても、平成 22 年以降増加傾向にありましたが、平成 29 年

をピークに減少に転じると見込まれます。 

 

 

  

出典：実績：区住民基本台帳(各年 1月 1日現在。外国人登録者含む。) 

   推計：区推計 

 

出典：実績：区住民基本台帳(各年 1月 1日現在。外国人登録者含む。) 

   推計：区推計  

51,211 52,062 52,535 53,168 54,090 55,244 55,985 56,520 57,102 57,441 

383,577 381,847 380,068 377,782 376,822 376,863 375,914 374,754 373,549 372,625 

103,894 104,566 105,845 109,071 112,044 114,584 115,222 115,218 115,098 114,778 

538,682 538,475 538,448 540,021 542,956 546,691 547,121 546,492 545,749 544,844 

0 
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22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 

（人） 
年齢3区分別人口の推移と推計 

年少人口（０～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳以上） 

3,782 3,908 3,976 3,982 4,192 4,216 4,161 4,110 4,044 3,954 

3,779 3,863 3,875 3,969 3,992 4,057 4,136 4,027 3,977 3,915 

3,629 3,696 3,733 3,885 3,879 3,944 4,006 4,051 3,945 3,896 

3,411 3,592 3,628 3,684 3,819 3,842 3,904 3,942 3,986 3,881 

3,220 3,416 3,549 3,583 3,687 3,809 3,833 3,891 3,929 3,973 

3,358 3,223 3,404 3,563 3,596 3,741 3,812 3,835 3,890 3,929 

21,179 21,698 22,165 22,666 23,165 23,609 23,852 23,856 23,771 23,548 

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 

（人） 
就学前人口の推移と推計 

実績 推計 

実績 推計 

   

5歳   
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（３）6 歳未満の子どものいる世帯の推移 

   区における６歳未満の子どものいる世帯についても、核家族化が進んでいる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）女性の年齢別労働力の推移 

   区における女性の年齢別労働力率（15 歳以上の女性人口に占める女性の労働力人口（就業者＋完

全失業者）の割合）は、全体として高まる傾向にあります。 
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６歳未満の子どものいる世帯類型の推移 

核家族世帯 核家族以外世帯 出典：国勢調査 
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出典：国勢調査 
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２ 就学前の教育・保育施設等の状況 

（１）教育施設 

   平成 26 年度における区内の就学前の教育施設は以下のとおりです。近年では、私立幼稚園数が

減少傾向（平成 22 年度：47 園→平成 26 年度：38 園）にあります。 

 施設の概要 施設数 定員 
在籍 

児童数 
定員充足率 

私立幼稚園 
3～5 歳児を対象に、幼児教育を
実施。  

38 園 6,555人 5,683人 86.7％ 

認定こども園 

（短時間保育） 

0～5 歳児を対象に、幼稚園と保
育所両方の利点を活かし、就学
前の教育・保育を一体的に提供
する施設。 

２園 410 人 376 人 91.7％ 

区立子供園 

（短時間保育） 

保護者の就労形態に関わらず 3
～５歳児を預けることのできる
区独自の幼保一体化施設。 

６園 396 人 380 人 96.0％ 

計 46 園 7,361人 6,439人 87.5％ 

※ 定員は平成 26 年 5 月 1 日現在。 

※ 私立幼稚園には幼稚園における長時間預かりは含まない。 

 

（２）保育施設 

   平成 26 年度における区内の保育施設は、以下のとおりです。区では近年の保育ニーズの増大化・

多様化を踏まえた、保育施設の整備を図っています。 

 施設の概要 施設数 定員 在籍児童数 

認可保育所 

区立 保育を必要とする 0～5 歳
児を対象に保育・教育を実
施。 

43 所 4,016人 4,021 人 

私立 36 所 2,017人 1,940 人 

認可外保育施設 
認証保育所や区保育室な
ど、都や区の独自の保育施
設・事業。 

71 所 1,794人 1,548 人 

認定こども園 

（長時間保育） 

0～5 歳児を対象に、幼稚園
と保育所両方の利点を活か
し、就学前の教育・保育を
一体的に提供する施設。 

2 園 56 人 60 人 

区立子供園 

（長時間保育） 

保護者の就労形態に関わら
ず、3～5 歳児を預けること
のできる区独自の幼保一体
化施設。 

6 園 154 人 168 人 

計 158 所 8,037人 7,737 人 

 ※ 定員は平成 26 年 4 月 1 日現在。（認定こども園、区立子供園については平成 26 年 5 月 1 日現在） 

※ 認可外保育施設：認証保育所、区保育室、グループ保育室、小規模保育所、家庭福祉員、家庭福祉員グループ、 

幼稚園の長時間預かり 
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（３）保育定員と待機児童数の推移 

   女性の就業率の高まりを背景に、区内の保育需要は一貫して増加傾向にあり、保育の待機児童の

早期解消を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学童クラブ利用児童数と待機児童数の推移 

   就学前の保育ニーズは、就学後の学童クラブのニーズにつながっていくことから、学童クラブの

待機児童対策も重要な課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※待機児童数については平成 25 年度より「国の定義」から「より実態に即した算定方法」に変更している。 

※認可外保育施設等：認証保育所、区保育室、グループ保育室、小規模保育所、家庭福祉員、 

家庭福祉員グループ、幼稚園の長時間預かり、認定こども園（長時間保育）、 

区立子供園（長時間保育） 

※区内には、区の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準に該当する民間学童クラブが現在 2 か所あります。 
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※各年度 4 月 1 日現在 

5,184 5,334 5,413 
5,531 

6,033 

994 
1,309 1,450 1,587 

2,004 
6,178 

6,643 6,863 7,118 

8,037 

23 

71 52 

285 

116 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

9,000 

22年 23年 24年 25年 26年 

単位：人 保育定員と待機児童数推移 

保育定員（認可保育所） 保育定員（認可外保育施設等） 待機児童数 

※各年度 4 月 1 日現在 
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第３章 就学前の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みとそれに対する確保量等  

  

１ 量の見込みの算出方法 

○ 就学前の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みは、次のとおり「子育て支援に

関するニーズ調査」を実施し、その結果や就学前人口の推計値（区推計（※４））等を踏まえて、

計画期間（平成 27～31 年度）における各年度の見込み量を算出しています。 

 

 

  （１）調査対象及び調査件数 

 

  （２）抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

（３）調査方法：郵送配布・郵送回収方 

（４）実施時期 

・調査票の発送    平成 25 年 12 月 9 日 

   ・調査票の回答期限  平成 25 年 12 月 24 日 

  （５）主な調査項目 

     ・保護者の就労状況及び今後の就労希望 

     ・幼稚園や保育園・学童クラブ等の利用状況及び今後の利用希望 

     ・乳幼児親子のつどいの場の利用状況及び今後の利用希望 

  （６）回答者数及び回答率 

 

 

 

 

※地域子ども・子育て支援事業のうち、「実費徴収に係る補足給付を行う事業」及び「多様な主体が 

 子ども・子育て支援新制度に参入することを促進するための事業」については、事業内容からニー 

ズ調査の対象外となっています。 

 

（※4）計画期間内における就学前人口の推計（各年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 調査件数 

就学前の子どもの保護者 4,200 人 

小学生の保護者 4,200 人 

調査対象 回答者数及び回答率 

就学前の子どもの保護者 2,463 人（58.6%） 

小学生の保護者 1,971 人（46.9%） 

 27 年 28 年 29 年 30 年 31 年 

0 歳 4,203 4,149 4,098 4,032 3,942 

1 歳 4,053 4,132 4,032 3,973 3,911 

2 歳 3,948 4,010 4,055 3,949 3,900 

3 歳 3,846 3,908 3,946 3,990 3,885 

4 歳 3,836 3,860 3,918 3,957 4,001 

5 歳 3,767 3,839 3,862 3,917 3,957 

≪ニーズ調査の実施概要≫ 

 単位：人 
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２ 保育の必要性の認定 

○ 新制度では、就学前の教育・保育を希望する保護者の申請を受け、区が定めた基準（保育の必要

性の認定に関する規則）に基づき、施設の利用手続きに先だち、次の認定区分により保育の必要

性及び必要量を認定することとなります。 

認定区分 対象となる子ども 教育・保育時間（保育の必要量） 

１号認定 3～5 歳で教育を希望する子ども（保育の必要性なし） 教育標準時間 

２号認定 
3～5 歳で「保育が必要な事由」（※５）に該当する子

ども 

保育標準時間（11 時間） 

保育短時間（8 時間） 

３号認定 0～2 歳で「保育が必要な事由」に該当する子ども 
保育標準時間（11 時間） 

保育短時間（8 時間） 

 

（※５）保育が必要な事由 
 

  ・就労（1 か月において 48 時間以上労働することを常態とすること） 

  ・妊娠、出産 

  ・保護者の疾病、障害 

  ・同居または長期入院している親族の介護・看護 

  ・災害復旧にあたっている場合 

  ・求職活動（起業準備を含む） 

  ・就学（職業訓練校等における職業訓練を含む） 

  ・虐待や DV のおそれがあること 

  ・育児休業をする際に、すでに保育利用中の子どもの継続利用が必要と認められる場合 

  ・その他、上記に類する状態として区が認める場合 

 

○ 本計画において、教育・保育の量の見込みとそれに対する確保量の算定に当たっては、次のとお

り整理しています。 

認定区分 利用施設（確保策） 

１号認定 3～5 歳で教育を希望する子ども 
幼稚園 

認定こども園（短時間保育） 

２号認定 

３～５歳で「保育が必要な事由」に該当するが、教育

の利用希望が強い子ども（２号認定（教育希望）） 

幼稚園 

認定こども園（長時間保育） 

３～５歳で「保育が必要な事由」に該当し、保育を希

望する子ども（２号認定（保育希望）） 

保育所 

認定こども園（長時間保育） 

３号認定 0～２歳で「保育が必要な事由」に該当する子ども 

保育所 

認定こども園（長時間保育） 

地域型保育事業（※６） 
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（※６）地域型保育事業について 

 ●家庭的保育 

  家庭的な雰囲気の下で少人数（定員 5 名以下）を対象に保育を実施する事業です。 

 ●小規模保育 

  保育所に比べ小規模な環境（定員 6～19 名）で、保育を実施する事業です。定員等の違いなどで

A・B・C の３類型があります。 

   A 型＝認可保育所の分園型 

   B 型＝A 型と C 型の中間型 

   C 型＝家庭的保育のグループ（集合）型 

 ●事業所内保育 

  区内の事業所が自社の従業員の子どもの保育を行っている保育所で、地域の子どもも一緒に受け

入れて保育を行う事業です。保育所型（定員 20 名以上）と小規模型（定員 6～19 名）がありま

す。 

 ●居宅訪問型保育 

  病気や障害などの理由から、保育所等での集団保育が難しい場合に、保護者の自宅で１対１の保

育を行う事業です。 
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３ 量の見込みとそれに対する確保量等 

（１）就学前の教育・保育 

  ① 教育施設（幼稚園、認定こども園（短時間保育）、区立子供園（短時間保育））                           

【事業実績等】 

○ 区内における就学前の教育施設の利用状況は、以下のとおり推移しています。 
 

                                      各年5月1日現在 

 24 年度 25 年度 26 年度 

私立幼稚園 5,519 人 5,711 人 5,677 人 

認定こども園（短時間保育） 322 人 328 人 318 人 

区立子供園 （短時間保育） 417 人 388 人 380 人 

計 6,258 人 6,427 人 6,375 人 

  ※ 私立幼稚園については、長時間預かりの在籍児童数を除く。 

 

 【量の見込みとそれに対する確保量】                                    

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み 

計 ① 6,173 人 6,070 人 6,004 人 5,920 人 5,803 人 

内
訳 

1 号認定 4,714 人 4,684 人 4,635 人 4,558 人 4,468 人 

2 号認定（教育希望） 1,459 人 1,386 人 1,369 人 1,362 人 1,335 人 

確保量 

計 ② 7,410 人 7,262 人 7,122 人 7,032 人 7,032 人 

内
訳 

幼稚園、子供園 635 人 682 人 897 人 1,147 人 1,147 人 

その他（※7） 6,775 人 6,580 人 6,225 人 5,885 人 5,885 人 

差引      ②－① 1,237 人 1,192 人 1,118 人 1,112 人 1,229 人 

  

（※7）その他について 

  ・当面、新制度に移行せず、現在の制度（私学助成等）による運営を継続する幼稚園が該当

します。 

 

 【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】  

○ 計画期間内の各年とも、量の見込みを上回る確保量となります。 

○ 一方で、この間、廃園となる私立幼稚園が出てきていることから、今後とも、個々の状況に応じ

た支援等を図っていく必要があります。 

○ 今後の認定こども園の推進については、私立幼稚園運営事業者の意向等を踏まえつつ、移行に向

けた相談・支援を図っていきます。また、引き続き区教育委員会並びに区内の教育・保育施設等

と連携を図りながら、就学前教育の充実に努めていきます。 
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 ② 保育施設等（保育所、地域型保育事業、認可外保育施設等）         

【事業実績等】 

○ 区内における保育施設の利用状況（在籍児童数）は、以下のとおり推移しています。 

○ 区では、この間の増大・多様化する保育ニーズに迅速かつ的確に対応するため、認可保育所（保

育所）のみならず、認証保育所や区保育室、家庭福祉員など、多様な保育施設等を整備してきま

した。今後の確保量については、これらの認可外保育施設等も含めて算出します。 

各年４月１日現在 

 24 年度 25 年度 26 年度 

認可保育所 5,415 人 5,571 人 5,961 人 

認可外保育施設（※） 1,186 人 1,313 人 1,554 人 

認定こども園（長時間保育） 53 人 52 人 58 人 

区立子供園（長時間保育） 96 人 134 人 168 人 

計 6,750 人 7,070 人 7,741 人 

 ※ 認可外保育施設：認証保育所、区保育室、グループ保育室、小規模保育所、家庭福祉員、家庭福祉員グループ、 

幼稚園の長時間預かり 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】                           

ア．0～2 歳                                   （単位：人） 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み 

計 ① 4,890 人 5,147 人 5,205 人 5,107 人 5,029 人 

内
訳 

３号認定（0 歳） 778 人 768 人 758 人 746 人 729 人 

３号認定（1･2 歳） 4,112 人 4,379 人 4,447 人 4,361 人 4,300 人 

確保量 

計 ② 4,250 人 4,937 人 5,294 人 5,473 人 5,515 人 

内
訳 

認可保育所 2,919 人 3,286 人 3,643 人 3,822 人 3,864 人 

地域型保育事業 73 人 186 人 195 人 195 人 195 人 

その他 1,258 人 1,465 人 1,456 人 1,456 人 1,456 人 

差引       ②―① △640 人 △210 人 89 人 366 人 486 人 

 

イ．３～５歳 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み 
２号認定計 

（保育希望） ① 
4,061 人 4,631 人 5,236 人 5,831 人 5,923 人 

確保量 

計 ② 4,708 人 5,269 人 5,797 人 6,058 人 6,136 人 

内
訳 

認可保育所 4,085 人 4,558 人 5,086 人 5,347 人 5,425 人 

その他 623 人 711 人 711 人 711 人 711 人 

差引       ②―① 647 人 638 人 561 人 227 人 213 人 
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【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 今後の保育施設の整備に当たっては、これまで同様、ニーズの高い認可保育所を核とした整備を

着実に進めていきます。 

 

○ 平成 27～28 年度は、0～2 歳児の確保量が不足する結果となっているため、認可保育所の定員

弾力化及び余裕スペースを活用した保育の実施等の手立てを講じていく考えです。なお、ニーズ

調査結果に基づく量の見込みでは、特に 1･2 歳児の必要量が高く出ている（※８）ため、今後の

推移を注視して施設整備を図る必要があります。 

  

（※８）１・２歳児の保育需要率について 

 ・平成 26 年度の１・２歳児の保育需要率（保育定員＋在籍児童/１・２歳児人口）は、40.1%でした

が、ニーズ調査に基づく平成 27 年度の需要率は 51.4%と 10 ポイント以上多い結果となっていま

す。 
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（２）地域子ども・子育て支援事業 

① 妊婦健診（妊婦健康診査事業）                                                                      

  

【事業実績等】 

○ この事業は、妊婦の健康の保持・増進を図るため、妊婦に対する健康診査として健康状態の把握、

検査計測、保健指導とともに、妊娠期間中に適時必要な医学的検査を実施するものです。 

○ 平成 24 年度以降の事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

受診対象者数 5,033 人 5,114 人 5,600 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 5,536 人 5,118 人 5,037 人 4,925 人 4,822 人 

確保量   ② 5,536 人 5,118 人 5,037 人 4,925 人 4,822 人 

差引   ②－① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 今後とも、妊婦健診対象者への受診勧奨に努め、妊婦の健康の保持・増進を図っていきます。 

  



16 

 

② すこやか赤ちゃん訪問（乳児家庭全戸訪問事業）                                                                         

 

【事業実績等】 

○ この事業は、生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保健センターの保健師等が訪問し、子育

て支援に関する情報提供や養育環境等の把握及び相談・助言などを行うものです。 

○ 平成 24 年度以降の事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

訪問者数 4,141 人 4,247 人 4,500 人 

 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 4,345 人 4,290 人 4,222 人 4,128 人 4,042 人 

確保量   ② 4,345 人 4,290 人 4,222 人 4,128 人 4,042 人 

差引   ②－① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 今後とも、保健センターの保健師等の専門職による訪問を着実に実施し、出産後の母子の健康状

態や生活状況を把握するとともに、産後うつの早期発見・対応や育児不安の軽減を図っていきま

す。 
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③ 利用者支援（新規事業）                                                                      

 

【事業実績等】 

○ この事業は、身近な地域で就学前の教育・保育や各種の子育て支援事業の利用相談・情報提供等

を実施するとともに、関係機関等との連絡調整を行うもので、新制度において新たに位置付けら

れたものです。 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

項目 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① ５か所 6 か所 6 か所 7 か所 7 か所 

確保量   ② ５か所 6 か所 6 か所 7 か所 7 か所 

差引   ②－① 0 か所 0 か所 0 か所 0 か所 0 か所 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 区はこれまで、区役所はもとより、子ども家庭支援センターや保健センター、児童館などで子育

て支援事業の情報提供等を行ってきましたが、今後は、新制度の実施を踏まえ、身近な地域にお

ける新たな子育て支援拠点となる「（仮称）子どもセンター」を段階的・計画的に整備していく考

えです。 

○ 計画期間内には、区立保健センター内へ５か所整備（平成 27 年度）するほか、「区立施設再編整

備計画」（平成 26 年 3 月策定）に基づき、施設再編後の児童館施設を活用した２か所の整備を計

画しています。 
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④ 乳幼児親子のつどいの場（地域子育て支援拠点事業）                                                                     

  

【事業実績等】 

○ この事業は、乳幼児とその保護者が相互に交流する場所を開設し、親子遊びや子育てについての

相談・情報提供などを行うものです。 

○ 区では、主に２つの事業を実施しており、利用状況は以下のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 

26 年度 

（見込み） 

つどいの広場（５か所） 

・ひととき保育（一時預かり）に併設し、地域の子育

て支援団体が運営しています。 

15,120 人 14,053 人 15,600 人 

ゆうキッズ（41 か所） 

・児童館で実施しており、地域の協力を得て多様なプ

ログラムや子育て講座を実施しています。 

368,498 人 370,904 人 365,000 人 

計 383,618 人 384,957 人 380,600 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 425,280 人 428,304 人 424,320 人 416,592 人 409,548 人 

確保量 

計 ② 440,510 人 448,070 人 448,070 人 455,630 人 455,630 人 

つどいの広場 5 か所 5 か所 5 か所 5 か所 5 か所 

ゆうキッズ 41 か所 41 か所 41 か所 41 か所 41 か所 

差引   ②－① 15,230 人 19,766 人 23,750 人 39,038 人 46,082 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 計画期間内には、「区立施設再編整備計画」（平成 26 年 3 月策定）に基づき、平成 28・30 年度

に各 1 か所ずつ、施設再編後の児童館施設を活用した（仮称）子どもセンターを整備するに当た

り、乳幼児親子のつどいの場の拡充を計画しています。 

○ 今後とも、身近な地域で乳幼児親子が気軽に集い交流することを通して、子育てに対する不安や

孤立感を軽減し、安心して子育てができるよう事業の充実を図っていきます。 
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⑤ 乳幼児の一時預かり（一時預かり事業）                                                                         

 

（１）幼稚園における在園児を対象とした一時預かり 

【事業実績等】 

○ この事業は、幼稚園がその在園児を対象に、当該保護者のリフレッシュ等のために不定期の一時

預かりを行うものです。 

○ 平成 24 年度以降の区内私立幼稚園における事業実績は次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ利用園児数 134,484 人 167,855 人 167,900 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 94,956 人 96,266 人 97,254 人 98,397 人 98,295 人 

確保量   ② 167,855 人 167,855 人 160,603 人 159,931 人 159,931 人 

差引   ②－① 72,899 人 71,589 人 63,349 人 61,534 人 61,636 人 

  

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 平成 26 年度では、区内の私立幼稚園・認定こども園 40 園中 34 園が事業を実施しており、区

は今後とも、個々の施設の実情を踏まえつつ、保護者のニーズに即した事業の充実が図られるよ

う取り組んでいきます。 

 

（２）幼稚園における在園児を対象とした定期預かり 

【事業実績等】 

○ この事業は、増加傾向にある保育需要への対応の一環として、幼稚園がその在園児を対象に定期

の長時間預かり（18 時 30 分まで）を行うものです。 

○ 平成 24 年度以降の区内私立幼稚園における事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ利用園児数 15,054 人 21,855 人 21,900 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 31,815 人 31,270 人 32,455 人 32,883 人 32,945 人 

確保量   ② 50,820 人 50,820 人 50,820 人 50,820 人 50,820 人 

差引   ②－① 19,005 人 19,550 人 18,365 人 17,937 人 17,875 人 
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【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 平成 26 年度では４園の私立幼稚園で事業を実施しており、区では今後とも、個々の施設の実情

を踏まえつつ、社会資源を有効活用した保育需要への対応を図る観点から、当該事業の拡充を図

っていきます。 

 

（３）地域における一時預かり 

【事業実績等】 

○ この事業は、保護者の事情（病気、冠婚葬祭、育児中のリフレッシュ等）により、一時的に家庭

での保育が困難となった乳幼児を、主として昼間に一時的に預かるものです。 

○ 区では主に３つの事業を実施しており、利用状況は以下のとおりです。 

 24 年度 25 年度 26 年度 

（見込み） 

ひととき保育 

・区施設の一部などで、地域の子育て支援団体等が

運営しています。 

25,922 人 27,388 人 27,100 人 

一時保育 

・区立保育園のうち、4 か所に設置している子育て

サポートセンターと私立認可保育園で実施してい

ます。 

6,684 人 7,498 人 7,800 人 

ファミリー・サポート・センター 

・一時預かりを希望する保護者と、その援助を行う

ことを希望する者との相互援助活動事業です。 

5,428 人 4,910 人 3,200 人 

計 38,034 人 39,796 人 38,100 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 73,507 人 74,275 人 74,286 人 74,033 人 73,335 人 

確保量 

計 ② 65,310 人 71,410 人 71,410 人 76,210 人 76,210 人 

内
訳 

ひととき保育・一時保育 60,400 人 66,500 人 66,500 人 71,300 人 71,300 人 

ファミリー・サポート・センター 4,910 人 4,910 人 4,910 人 4,910 人 4,910 人 

差引   ②－① △8,197 人 △2,865 人 △2,876 人 2,177 人 2,875 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 平成 27 年度以降、確保量が不足する結果となっており、「区立施設再編整備計画」（平成 26 年 3

月策定）に基づき、施設再編後の児童館施設を活用した（仮称）子どもセンターを整備（平成 28・

30 年度）するに当たり、一時預かりの拡充を計画しています。 

  



21 

 

⑥ 延長保育（延長保育事業）                                                                        

 

【事業実績等】 

○ この事業は、保育の必要性の認定（２号・３号）を受け、保育所等を利用している乳幼児に対し

て、通常の利用時間の前後に当該保育所等での保育を行うものです。 

○ 区では、区立・私立認可保育所等において延長保育を実施しており、平成 24 年度以降の事業実

績は次のとおりです。 

 24 年度 25 年度 26 年度 

実施施設数 54 所 56 所 66 所 

延べ利用乳幼児数 689 人 724 人 733 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 1,159 人 1,266 人 1,352 人 1,417 人 1,418 人 

確保量   ②  1,500 人 1,700 人 1,800 人 1,900 人 1,900 人 

差引   ②－① 341 人 434 人 448 人 483 人 482 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 区では、今後とも、保護者のニーズの高い認可保育所を核とした保育施設の整備を図る考えであ

り、これらの施設において延長保育を実施することにより、各年度の量の見込みに対応したサー

ビス量を確保していきます。 

 

 

 

  

各年 4 月分 
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⑦ 病児保育（病児保育事業）                                                                         

 

【事業実績等】 

○ この事業は、保育所等に通う乳幼児が、病気や怪我により集団保育が困難で、かつ保護者が家庭

で保育できない場合に、病院等に付設した専用スペースで一時的に保育を行うものです。 

○ 区では、区内の医療機関と連携して病児保育を実施しており、平成 24 年度以降の事業実績は次

のとおりです。 

 24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ利用乳幼児数 1,537 人 1,882 人 2,100 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

項目 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 3,862 人 4,047 人 4,201 人 4,306 人 4,280 人 

確保量   ② 4,000 人 4,000 人 4,000 人 4,000 人 5,000 人 

差引   ②－① 138 人 △47 人 △201 人 △306 人 720 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 区では、この間の病児保育の利用が増加傾向にあることから、既設の１か所に加え、平成 27 年

度に１か所で新規実施することとしています。平成 31 年度には、更に１か所増設する計画であ

り、ニーズに応じた事業の充実に努めていきます。 
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⑧ 小学生対象のファミリー・サポート・センター（子育て援助活動支援事業）  

 

【事業実績等】 

○ この事業は、子育て中の保護者を対象に、放課後や通院等の際の児童の預かり等の援助を受ける

ことを希望する者と、援助を行うことを希望する者との相互援助活動を行うものです。 

○ 平成 24 年度以降における小学生を対象とした事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ利用児童数 3,177 人 3,472 人 3,600 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 5,668 人 5,668 人 5,720 人 5,876 人 5,928 人 

確保量   ② 3,700 人 4,500 人 5,000 人 5,500 人 6,000 人 

差引   ②－① △1,968 人 △1,168 人 △720 人 △376 人 72 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 平成 27 年度以降、確保量が不足する結果となっているため、平成 28 年度以降、利用状況等の

推移を見ながら、適宜、援助の担い手の拡大に取り組んでいきます。 
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⑨ 学童クラブ（放課後児童健全育成事業）                                                                         

 

【事業実績等】 

○ この事業は、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校就学中の児童に対し、放課後や長期

休業中における適切な遊びと生活の場を提供し、児童の健全育成を図るもので、新制度の実施に

伴い、利用対象が従来の「概ね３年生まで」から「小学１～６年生」に拡大されます。 

○ 区では、これまで、原則として小学４年生までを対象に児童館内や小学校内における学童クラブ

を実施してきており、平成 24 年度以降の事業実績は次のとおりです。 

 ２４年度 ２５年度 26 年度 

区学童クラブ 登録児童数 3,207 人 3,331 人 3,621 人 

区内民間学童クラブ（※） 87 人 89 人 98 人 

計 3,294 人 3,420 人 3,719 人 

（※）区基準と同等以上の民間学童クラブ（２所） 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み 

計 ① 4,009 人 4,165 人 4,278 人 4,376 人 4,473 人 

内
容 

１～４年生 3,781 人 3,937 人 4,047 人 4,128 人 4,220 人 

５・６年生 228 人 228 人 231 人 248 人 253 人 

確保量 

計 ② 4,338 人 4,355 人 4,384 人 4,475 人 4,475 人 

内
容 

区学童クラブ 4,253 人 4,270 人 4,299 人 4,390 人 4,390 人 

民間学童クラブ 85 人 85 人 85 人 85 人 85 人 

差引     ②－① 329 人 190 人 106 人 99 人 2 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 区では、今後の区学童クラブは、小学校内に移設・整備することを基本としており、これを段階

的・計画的に進める中で、学童クラブ需要に応じた育成スペースの確保と事業の充実を図ってい

きます。なお、それまでの間は、必要に応じて既存の児童館内学童クラブの育成スペースの拡充

等に努め、学童クラブの待機児童対策を着実に進めていきます。 

 

  

各年 4 月 1 日現在 
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⑩ 子どもショートステイ（子育て短期支援事業）                                                                     

 

【事業実績等】 

○ この事業は、保護者の疾病等の理由により家庭で養育を受けることが一時的に困難となった児童を

対象に、児童養護施設などで必要な保護を行うものです。 

○ 区では、そうした状況にある 0～12 歳の児童を対象とした「子どもショートステイ」を実施し、

区内の児童養護施設及び乳児院で宿泊を伴う一時的な保護を行っています。 

○ 平成 24 年度以降の事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ利用人数 492 人 685 人 800 人 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 3,144 人 3,175 人 3,177 人 3,165 人 3,135 人 

確保量   ② 2,920 人 2,920 人 2,920 人 3,650 人 3,650 人 

差引   ②－① △224 人 △255 人 △257 人 485 人 515 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 平成 27～29 年度は、確保量が不足する結果となっており、平成 30 年度に向けて事業規模を拡

大していく考えです。いずれにしても、この間の事業実績よりもかなり高い量の見込みとなってい

ることから、今後の推移等を踏まえつつ対応を図っていきます。 
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⑪ 要保護児童等の支援のための事業（養育支援訪問事業等）                                                                     

 

【事業実績等】 

○ この事業は、養育支援が特に必要な家庭を訪問し、養育に関する相談・助言等を行うことにより、

当該家庭の適切な養育の実施を確保するものです。 

○ 区では、子ども家庭支援センター及び保健センターの職員がこれらの家庭を訪問することに加えて、

必要に応じて家事援助や専門相談を行う要支援家庭育児支援ヘルパー事業による訪問支援を行っ

ています。 

○ 平成 24 年度以降の事業実績は、次のとおりです。 

 
24 年度 25 年度 26 年度（見込み） 

延べ訪問人数 3,540 人 4,735 人 4,800 人 

 

 

【量の見込みとそれに対する確保量】 

 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

量の見込み ① 4,884 人 4,947 人 4,998 人 5,037 人 5,071 人 

確保量   ② 4,884 人 4,947 人 4,998 人 5,037 人 5,071 人 

差引   ②－① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 

【確保策の推進等に当たっての基本的考え方】 

○ 今後とも、子ども家庭支援センター及び保健センターの職員のほか、要支援家庭育児支援ヘルパー

事業を活用して、養育支援が特に必要な家庭に対する適時適切な支援を図っています。 
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第４章 計画の推進に向けて                               

 

○ 計画を推進するに当たっては、本計画のほか、引き続き新制度についての区民周知に努めるととも

に、就学前の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の担い手となる事業者との連携をより一

層図りつつ、事業の安定的な運営及び質の確保を図っていくことが重要です。 

○ また、区が実施主体となる新制度の円滑な実施のためには、国や東京都の広域的な立場からの支援

が不可欠であることから、今後とも機会を捉えて、制度面・財政面を含めた意見・要望を伝えてい

く必要があり、これらの取組を適時適切に進めていきます。 

○ 本計画の策定に際しては、子ども・子育て支援法第７７条第１項に基づく区長の附属機関として設

置した「杉並区子ども・子育て会議」（学識経験者、子育て中の保護者、教育・保育施設の事業者、

子育て支援団体の関係者などで構成）の意見を踏まえて計画づくりを進めました。このことを踏ま

え、今後も、同会議の意見を聴きながら計画の着実な推進を図るため、毎年度における計画の進捗

状況を点検・評価し、各年度の当初予算編成等を通して、必要な措置を講じていくこととします。 

 


